
第３学年 数学 年間指導計画 
 
１ 教科目標 
  数学的活動を通して，数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め，数学的な表
現や処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに，数学的活動の楽しさや数学の
よさを実感し，それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。 

 
２ 評価の観点 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形など 

についての知識・理解 

様々な事象を数量や図形など

でとらえたり，それらの性質や

関係を見いだしたりするなど，

数学的に考え表現することに

関心をもち，意欲的に数学を問

題の解決に活用して考えたり

判断したりしようとする。 

数量や図形などについての基礎

的・基本的な知識及び技能を活用

しながら，事象に潜む関係や法則

を見いだしたり，数学的な推論の

方法を用いて論理的に考察し表現 

したり，その過程を振り返って考

えを深めたりするなど，数学的な

見方や考え方を身に付けている。 

平方根を含む式の計算がで

き，数量の関係や法則を方程

式などを用いて表現し処理し

たり，図形の性質について簡

潔に表現したり，関数関係を

的確に表現したり，標本を抽

出したりするなど，技能を身

に付けている。 

数の平方根の必要性と意味，式

の変形の意味とはたらき，二次

方程式，図形の相似の意味や円

周角と中心角の関係の意味，三

平方の定理の意味，関数y=ax2 

の特徴，標本調査の必要性と意

味などを理解し，知識を身に付

けている。 
 
３ 評価基準（１００点満点） 

      観点 

方法 

数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 
数学的な技能 

数量や図形などに 

ついての知識・理解 
合計 

ア 定期試験  １２ １５ １５ ４２ 
イ 単元・休み明けﾃｽﾄ  ８ １０ １０ ２８ 
ウ テスト直し・レポート ３ ５   ８ 
エ 提出物 １２    １２ 
オ 授業態度・発表 １０    １０ 

合計 ２５ ２５ ２５ ２５ １００ 
 
４ 使用教材 
  教科書「新しい数学３」（東京書籍） 
 
５ 年間学習計画（計１４０時間） 

学

期 
月 単元名 学習目標 時間 主な評価規準 

評価

方法 
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1章  

多項式 

★文字を用い

た式で数量及

び数量の関係

をとらえ説明

する活動 

 

 

2章 

平方根 

★平方根を用

いて身のまわ

りの様々な事

象を表現する

活動 

 

 

3章 

２次方程式 

★２次方程式

を具体的な場

面で活用し自

分の考え方を

分りやすく説

明する活動 

・分配法則を用いて展開ができる。 

・乗法公式を使って展開ができる。 

・因数分解ができる。 

・具体的場面で，展開と因数分解を利用でき

る。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 

 

 

 

・平方根の概念がわかる。 

・平方根の大小関係がわかる。 

・素因数分解ができる。 

・平方根の乗法・除法の計算ができる。 

・平方根の加法・減法の計算ができる。 

・展開公式を利用して四則計算ができる。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 

 

 

・２次方程式の解の意味がわかる。 

・２次方程式が平方根の考え方で解ける。 

・２次方程式が解の公式で解ける。 

・２次方程式が因数分解で解ける。 

・具体的な場面で，２次方程式を利用できる。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 
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・分配法則と展開の意味を理解している。（知識） 

・分配法則や乗法公式を使って式の展開や因数分

解をすることができる。（技能） 

・展開や因数分解を利用して，数や図形の性質に

ついて考察することができる。（見方） 

・自分の目当てを持って学習しようとしている。（関心） 

・課題をやりきり期限内に提出する。（関心） 

 

 

・平方根の必要性と意味を理解している。（知識） 

・素数と素因数分解の意味を理解している。（知識） 

・根号を含む式の計算ができる。（技能） 

・式の値の求め方を，展開や因数分解を利用して

考えることができる。（見方） 

・自分の目当てを持って学習しようとしている。（関心） 

・課題をやりきり期限内に提出する。（関心） 

 

 

・２次方程式とその解の意味を理解している。（知

識） 

・平方根の考え方や解の公式や因数分解を利用し

て２次方程式を解くことができる。（技能） 

・具体的な問題で，数量間の関係をとらえて２次

方程式をつくることができる。（見方） 

・自分の目当てを持って学習しようとしている。（関心） 

・課題をやりきり期限内に提出する。（関心） 
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4章 

関数y=ax2 

★式，表，グラ

フなどの相互

関係を理解し，

それらを用い

て問題を解決

し自分の考え

を説明し伝え

る合う活動 

 

5章 

相似な図形 

★根拠を明ら

かにし筋道を

立てて説明す

る活動 

 

6章 

三平方の定理 

★現実の場面

を理想化した

り単純化した

りして三平方

の定理を用い

て実測するこ

とが難しい量

を求め表現す

る活動 

 

 

 

・二乗に比例する関数の式をつくることがで

きる。 

・二乗に比例する関数のグラフがかける。 

・二乗に比例する関数のグラフの特徴がわかる。 

・二乗に比例する関数の変化の割合と変域を

求めることができる。 

・具体的な場面で，関数を利用することができる。 

・具体的な場面で，関数を利用することができる。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 

 

 

・相似の意味がわかり，記号を使って表すこ

とができる。 

・三角形の相似条件を使って，証明問題が解ける。 

・相似を使って，平行線と比の関係がわかる。 

・具体的な場面で，相似を利用できる。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 

 

・三平方の定理を使って，長さを求めること

が出来る。 

・三平方の定理の逆より，直角三角形を判別

できる。 

・平面図形で三平方の定理を利用できる。 

・空間図形で三平方の定理を利用できる。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 
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・関数y=ax2の関係を，表や式やグラフに表すこ

とができる。（技能） 

・関数y=ax2の意味や特徴を理解している。（知識） 

・具体的な事象について，関数y=ax2を利用して

考察したり，予想したりすることができる。（見方） 

・自分の目当てを持って学習しようとしている。

（関心） 

・課題をやりきり期限内に提出する。（関心） 

  

 

 

・相似の意味や相似な図形の性質を理解している。（知

識） 

・三角形の相似条件や既習の図形の性質を用いて，

証明することができる。（見方） 

・相似を利用し長さなどを求めることができる。（技能） 

・自分の目当てを持って学習しようとしている。（関心） 

・課題をやりきり期限内に提出する。（関心） 

  

・三平方の定理を使って，長さを求めることがで

きる。（技能） 

・三平方の定理の逆により，直角三角形を判別で

きることを理解している。（知識） 

・具体的な場面で，直角三角形を見いだし，三平

方の定理を利用して問題を解決することができ

る。（見方） 

・自分の目当てを持って学習しようとしている。

（関心） 

・課題をやりきり期限内に提出する。（関心） 
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7章 

円 

★根拠を明ら

かにし筋道を

立てて説明す

る活動 

 

 

8章 

標本調査 

★標本調査に

よる推定の考

え方を用いて

傾向をとらえ

説明する活動 

 

３年間のまと

め 

★数学的な見

方や考え方を

活用して説明

する活動 

 

・円周角と中心角の関係を見いだし，論理的

に確かめることができる。 

・円周角の定理の逆が成り立つことを理解す

る。 

・関心・円周角と中心角の関係を具体的な場

面で活用することができる 

・意欲を持って学習しようとする。 

 

・標本調査の必要性が理解できる。 

・無作為抽出の必要性が理解できる。 

・標本の大きさと標本平均の信頼性の関係を

理解する。 

・標本調査を行い，母集団の傾向を推定する

ことができる。 

 

 

・計算問題が解ける。 

・関数問題（確率）が解ける。 

・図形問題が解ける。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 
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・円周角の定理やその逆の意味を理解している。（知識） 

・円周角と中心角の関係などを用いて，角の大き

さを求めることができる。（技能） 

・円周角の定理を作図や証明などに利用し，課題

を解決することができる。（見方） 

・自分の目当てを持って学習しようとしている。（関心） 

・課題をやりきり期限内に提出する。（関心） 

 

・全数調査と標本調査の意味を理解している。（知

識） 

・乱数さいやコンピュータで乱数を発生させて，

標本を無作為に抽出することができる。（技能） 

・標本調査により，母集団の傾向をよみとり，説

明することができる。（見方） 

・自分の目当てを持って学習しようとしている。（関心） 

・課題をやりきり期限内に提出する。（関心） 
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年間授業時数 140  

 


